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ム(FTMA+)の酸化還元 CV に、界面における遅い緩和がおよぼす影響を調べた。 
【実験】 IL は trioctylmethylammonium bis(nonafluorobutanesulfonyl)amide ([TOMA] 
[C4C4N])( 粘 度 (η):2.0 Pa s) と 1-ethyl-3-methylimidazolium bis(trifluoromethane- 
sulfonyl)amide ([C2mim][C1C1N]) (η:32.5 mPa s)を用いた。CV は二電極式セルで測定を
行い、作用電極として Pt(直径 100 μm)、擬似参照電極として Ag/AgCl を用いた。測定
はすべて、アルゴン雰囲気下のグローブボックス中で行った。有限要素法によるデジ





中の Fc の DR、DOは[TOMA][C4C4N]中の DR 、DOと比べ、粘度の差から予想される
ほど大きくなく、Stokes-Einstein の関係（D ∝ η−1）が成り立たない。また[C2mim] 
[C1C1N]中の Fc の DR は、文献値 6.3×10−8 cm2 s−1[3]、 4.6×10−7 cm2 s−1［4］に比べて
一桁以上小さくなった。[TOMA][C4C4N]中の FTMA+では、DO が DR に比べて大きい




表 1. IL の粘度と酸化還元種の拡散係数. 
  Fc FTMA+ 
 η (mPa s) DR (109 cm2 s−1) DO (109 cm2 s−1) DR (109 cm2 s−1) DO (109 cm2 s−1)
[TOMA][C4C4N] 2000 1.2 0.70 4.2 8.2 
[C2mim][C1C1N] 32.5 6.5 4.0 ‐ ‐ 
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